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令
和
７
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
２
９
５
億
９
千
万

円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
３
７
億
８
９
４
６
万
円
が
提
出
さ

れ
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
の
下

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

通
算
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
る
自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
支
援
を
目
的
に
均
等
割
を

増
額
し
た
。
本
市
の
取
り
組

み
と
し
て
、
令
和
６
年
度
は
、

市
総
合
防
災
訓
練
で
福
生
第

四
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
位
置
づ
け
、
児
童
及
び

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
も

参
加
い
た
だ
い
た
。
訓
練
の

様
子
は
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ�

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
サ
イ
ト
福
生
市
メ
デ
ィ

ア
ラ
ボ
に
て
公
開
し
て
い
る
。

　
戸
籍
へ
の
振
り
仮
名
記

載
制
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
伺
う
。

　

令
和
７
年
５
月
26
日

か
ら
制
度
が
開
始
。
本
籍
地

が
福
生
市
の
方
に
対
し
、
同

日
以
降
に
、
戸
籍
に
記
載
さ

れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
を
通

知
す
る
は
が
き
を
送
付
。
通

知
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
振

り
仮
名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
１
年
以
内
に
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
届
出

は
、
市
区
町
村
窓
口
、
郵
送
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
手
続
き
が

可
能
。
振
り
仮
名
は
、
令
和

８
年
度
以
降
に
戸
籍
に
記
載

す
る
予
定
。

　
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ａ
ｕ

Ｐ
Ａ
Ｙ
、
ｄ
払
い
の
各
決
済

ア
プ
リ
を
活
用
し
、
令
和
７

年
６
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で

の
３
週
間
に
わ
た
り
実
施
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
率
は
30
％
で
、

期
間
中
１
人
当
た
り
３
千
円

　
基
本
的
な
考
え
方
、
特

徴
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

人
件
費
の
上
昇
や
物

価
高
騰
な
ど
今
後
の
財
政
需

要
が
不
透
明
な
中
で
の
予
算

編
成
と
な
っ
た
。
新
規
・
改

善
事
業
の
精
査
に
加
え
、
既

存
事
業
の
見
直
し
や
経
常
経

費
の
削
減
に
取
り
組
む
一
方

で
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
や
、
学
び

の
多
様
化
学
校
の
移
設
分
校

化
、
施
設
保
全
・
改
修
計
画

に
基
づ
く
公
共
施
設
の
適
正

管
理
に
加
え
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
の
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
事
業
費
増
額
の
理
由
を

伺
う
。

相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
限
に

付
与
す
る
。
対
象
者
は
市
内

外
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
か
の

ア
プ
リ
の
利
用
者
で
、
対
象

店
舗
は
、
大
型
店
や
チ
ェ
ー

ン
店
等
を
除
く
、
い
ず
れ
か

の
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
る
中
小
企
業
、
個
人
事

業
主
等
を
対
象
と
す
る
予
定
。

　
６
年
度
か
ら
大
幅
に
増

加
し
た
理
由
を
伺
う
。

　

主
に
新
聞
、
雑
誌
、
雑

紙
、
段
ボ
ー
ル
、
古
布
と
い

っ
た
可
燃
系
資
源
の
単
価
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

増
額
し
た
。
新
聞
は
令
和
５

年
度
上
半
期
が
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
18
円
だ
っ
た
が
、

６
年
度
上
半
期
は
最
大
で
25

円
、
古
布
は
令
和
５
年
度
上

半
期
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
最
大
で
25
円
だ
っ
た
が
、

６
年
度
上
半
期
で
は
最
大
で

45
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
民
の
自
己
負
担
額
は

ど
の
程
度
に
な
る
か
。

　

国
等
か
ら
の
財
源
は
、

定
期
接
種
と
な
る
初
年
度
の

み
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
令

和
７
年
度
に
お
い
て
は
定
期

接
種
に
係
る
国
の
交
付
税
措

置
が
あ
る
も
の
の
、
国
及
び

東
京
都
か
ら
の
助
成
金
、
補

助
金
は
な
い
こ
と
か
ら
、
令

和
６
年
度
は
２
５
０
０
円
だ

っ
た
自
己
負
担
額
が
７
５
０

０
円
程
度
に
な
る
見
込
み
。

　
事
業
概
要
を
伺
う
。

　

妊
婦
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
等
を
目
的
と
し
た
給

付
金
で
、
支
給
認
定
さ
れ
た

妊
婦
を
対
象
に
妊
娠
中
に
１

回
目
の
給
付
と
し
て
５
万
円

を
、
２
回
目
は
胎
児
１
人
に

つ
き
５
万
円
を
支
給
す
る
も

の
。
２
回
目
の
給
付
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

以
降
に
出
産
し
た
方
が
対
象

と
な
る
。
令
和
７
年
度
当
初

予
算
で
は
１
回
目
の
給
付
５

万
円
×
年
間
３
６
０
件
分
の

１
８
０
０
万
円
、
２
回
目
の

給
付
を
５
万
円
×
年
間
３
６

０
件
分
の
１
８
０
０
万
円
、

合
計
３
６
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

　
進
捗
状
況
と
事
業
委
託

内
容
を
伺
う
。

　

用
地
取
得
に
つ
い
て
約

99
％
と
大
部
分
が
確
保
で
き

た
こ
と
か
ら
、
実
施
設
計
委

託
料
１
１
５
１
万
７
千
円
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
道
路
工

事
を
施
工
す
る
た
め
の
道
路

詳
細
設
計
、
地
上
機
器
の
位

置
を
含
む
電
線
共
同
溝
詳
細

設
計
な
ど
道
路
の
設
計
図
面

の
修
正
を
行
い
、
工
事
に
必

要
な
数
量
計
算
や
工
事
費
用

概
算
額
の
算
定
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
に
あ
た
っ
て
の
詳
細
や

予
約
等
の
手
順
を
伺
う
。

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
合
わ
せ
て
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入

す
る
。
予
約
か
ら
支
払
い
ま

で
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

完
結
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

予
約
等
の
手
順
に
つ
い
て
は
、

窓
口
に
お
け
る
現
在
の
運
用

と
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
担
当
間
で
引
き
続
き

連
携
し
、
運
用
開
始
に
向
け

調
整
し
て
い
く
。

　
令
和
７
年
度
の
取
り
組

み
と
高
校
と
の
連
携
を
伺
う
。

　
４
月
に
市
内
の
全
小
学

校
で
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保

育
者
が
小
学
１
年
生
ク
ラ
ス

を
参
観
す
る
。
８
月
９
月
に

は
小
学
校
教
員
が
５
歳
児
ク

ラ
ス
を
参
観
す
る
ほ
か
、
各

小
学
校
と
各
園
で
児
童
と
園

児
の
交
流
活
動
を
実
施
す
る
。

市
教
育
委
員
会
で
は
幼
保
小

連
携
推
進
委
員
会
を
年
２
回
、

幼
保
小
連
携
推
進
通
信
「
か

け
は
し
」
を
年
間
４
回
発
行

す
る
。
高
校
と
の
連
携
は
、

都
立
福
生
高
校
と
多
摩
工
科

高
校
に
い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加
を
依
頼
す
る
。

　
生
計
支
援
金
の
増
額
が

主
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

生
計
支
援
金
は
、
本
市
で
定

め
る
基
準
に
よ
り
身
元
引
受

人
の
い
な
い
避
難
民
世
帯
に

支
給
す
る
も
の
で
、
入
国
か

ら
２
年
を
限
度
と
し
た
国
か

ら
の
給
付
金
等
を
控
除
し
て

支
給
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

の
避
難
民
は
、
令
和
６
年
度

中
に
入
国
か
ら
２
年
が
経
過

し
、
国
か
ら
の
給
付
金
支
給

が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
生
計
支
援
金
を
積
算
し

た
た
め
、
令
和
７
年
度
は
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

　

増
額
の
目
的
と
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
昨
今
、
全
国
的
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
令
和
７

年
度
予
算
に
お
い
て
、
さ
ら

資
源
売
払
収
入
に
つ
い
て

妊
婦
支
援
給
付
金につ

い
て

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

幼
保
小
中
連
携
事
業

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

富
士
見
通
り
線
整
備
事
業

に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
運
営
費

補
助
金
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て

戸
籍
業
務
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
予
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
生
活

支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て

令和７年度　各会計別予算規模（人口 R7.1.1現在 56,582人）

会 計 区 分 令和７年度予算 前年比（％） 市民1人当たりの額

一 般 会 計 295億9,000万円 △ 16.7 52万2,958円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 66億1,372万円5千円 △ 1.5 11万6,888円

介 護 保 険 特 別 会 計 56億1,242万3千円 　 2.9 9万9,191円

後期高齢者医療特別会計 15億6,332万円 △ 0.2 2万7,629円

総 合 計 433億7,946万8千円 △ 12.0 76万6,666円

下水道事業会計

収　入 支　出

収 益 的 収 支 15億7,176万7千円 14億766万5千円

資 本 的 収 支 7億1,434万3千円 12億6,270万3千円


